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研究課題名 マイクロ･ナノマシニングによる光通信用可変フォトニックデバイスの研究

研究の目的は マイクロアクチュエータによる可変機能を組み込んだ光通信用デバイス(光研究の概要等 ，

スイッチ，減衰器，ブラッググレーティングフィルタ，フォトニック結晶フィルタ)の研究

を行うことである。近年,インターネットや携帯端末の爆発的な拡大により,小型で機能が集

積された光通信用部品の開発は欠かせない。特に,波長多重通信においては，１００以上の

波長が多重化されるので，波長選択素子，ＡＤＤ／ＤＲＯＰ素子，光強度を揃える減衰器な

どの開発が必要である。また，光アンプ等の開発により，光信号を電気に変えず光のまま伝

送する｢通信の全光化｣に対応するためには,光路を切り換える光スイッチや光制御型変調器

などの開発が重要である。特に選択波長が可変にできる機能は欠かせない。これらのデバイ

スの開発には，いくつかの方式で研究が進められている。中でも，マイクロアクチュエータ

を用いるＭＥＭＳ（Micro-Electro-Mechanical Systems）方式は，クロストークが少なく，

可変機能などの制御性に優れるので，その展開が期待されている。マイクロミラーを駆動す

る光スイッチ,フィルタなどが提案されている。一方，サブ波長周期の3次元立体構造(フォ

トニック構造：フォトニック結晶，サブ波長構造など)では，高い波長選択性やフレネル反

射の抑制，特殊屈折効果など新しい現象が報告され，新しいフォトニック素子への期待が高

い。これらの構造にＭＥＭＳの可変機能を組み込めば，選択性の高い光フィルタや低い損失

の光スイッチなどの新しいデバイスが実現できると期待される。本研究では，ＭＥＭＳの可

変機能と3次元立体フォトニック構造を組み合わせ，新しい光通信用デバイス(光フィルタ,

光スイッチ等)を製作する技術を確立する。具体的にはサブミクロン（０．２μｍ以下）で

深い（１μｍ以上）加工のできるマイクロマシニング技術を用いて波長より小さいあるいは

同程度の周期構造(フォトニック結晶，サブ波長構造)を製作する。この構造にマイクロアク

チュエータを組み込み，周期を可変にすることで波長選択性のある新しい光素子(光フィル

タ,反射光制御)を開発する。
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研究期間 平成１４年度～１８年度（５年間）
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